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Ⅰ．問題と目的  

きこえない、あるいは、きこえにくい子どもたち（以下、

聴覚障害児）が教育を受ける場は、大きく通常学校と特別

支援学校（聴覚障害）（以下、聾学校）に分かれる。さらに

通常学校では難聴特別支援学級（以下、難聴学級）と通常

学級に分かれる。難聴学級に籍をおく聴覚障害児は、それ

ぞれの必要に応じて一定時間、通常の学級で学習している

場合がほとんどである。また、通常学級に籍をおく聴覚障

害児の中には、難聴通級指導教室（以下、難聴教室）に通

級して必要な支援を受ける場合がある。最後に、専門的な

場で支援を受けることなく、通常学級で学ぶ聴覚障害児も

いる。   

小学校・中学校における聴覚障害児の教育の場について

は、以上のように整理することができる。しかし、高校に

おいては難聴学級、難聴教室ともに現在まで設置されてい

ないため注1）、聴覚障害児の学習環境は小学校、中学校まで

のそれとは大幅に異なったものとなっている。 

通常学級で学ぶ聴覚障害児にとっては、学習上の困難は

二重にあるといえる。第一は、個別の聴力の損失の程度に

よる差はあるものの、聴覚障害そのものに基づく困難であ

る。第二の困難とは、情報の不確かさが授業への参加・活

動を困難にすることである。第一の困難については、得ら

れる音声情報が不十分、不明確であったり、音声情報に頼る

ことがほとんど困難であるという点があげられる。通常学級

の授業では、板書やプリント、視聴覚教材等を用いて視覚的

に理解しやすくする工夫が見られるものの、基本的には教員

の話声で授業が進められるため、第一の聴覚障害に起因する

困難から、授業を十分に理解することが難しいという第二の

困難が生じる。 

ところで、聴覚障害に基づく困難には、教科による差異は

見られるのであろうか。聴覚障害の特性から、教科によりそ

の学習上の困難が増大、あるいは軽減することが考えられる。

先行研究によれば、高等学校で数学は聴覚障害児にとって受

けやすい授業とされている（伊東・四日市，1999）。 

聴覚障害児にとっての、小学校における算数を含めた数学

の授業の受けやすさの理由としては板書や、数式を用いた操

作を通しての理解が可能という点が挙げられる。すなわち、

数学は音声による情報入手が十分でない生徒にとっても、自

学自習を比較的行いやすい教科であると考えられる。 

一方、日本語の習得が容易ではない聴覚障害児にとって、

リスニングのある英語や新出語彙の多い社会は、指導が困難

な教科であるとされている。 

近年、授業のユニバーサルデザイン化が提唱されている。

これは、支援・配慮が必要な児童生徒だけでなく、誰にでも
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わかりやすく工夫された授業であり、言い換えれば、一人

ひとりの児童生徒のニーズに的確に対応できる授業を進め

ていくことが、授業のユニバーサルデザイン化である（日

本発達障害福祉連盟，2012）。 

聴覚障害児にとっての数学の学びやすさは、英語、社会

等の学習が容易ではない他の教科と比較したときの学びや

すさに過ぎず、聴覚障害児にとって数学は自学自習だけで

十分だというわけでは決してない。本研究では、このよう

な教科の特質を踏まえ、教員が適切な支援・指導を加える

ことで、聴覚障害児にとってユニバーサルデザイン化され

た授業環境を構築するという観点から、聴覚障害児にとっ

て教科としての指導上の難易度が低い数学を取り上げるこ

ととする。なお、本稿では、数学という教科の特質を踏ま

えた上で、どの児童生徒にも分かりやすい授業を目指して

工夫を行うことを数学の授業におけるユニバーサルデザイ

ン化とする。 

ところで聴覚障害児は、数学学習上でどのような分野に

困難を有しているのか。この点については、聾学校の教育

実践の蓄積を活用することは有益であると考えられる。 

文部科学省 (2013) によれば、聾学校は聴覚障害が比較

的重い者の教育のために整備された学校であって，一般的

に幼稚部，小学部，中学部及び高等部が置かれ，それぞれ

幼稚園，小学校，中学校又は高等学校に準ずる教育を行っ

ている。対象となる障害の程度は、両耳の聴力レベルがお

おむね 60デシベル以上のもののうち，補聴器等の使用によ

つても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な

程度のもの（学校教育法施行令第 22 条の３）と示されてい

る。また、文部科学省 (2011) によると、各都道府県ごと

の、公立の特別支援学校の小学部又は中学部の１学級の児

童又は生徒の数の基準は、６人（文部科学大臣が定める障

害を２以上併せ有する児童又は生徒で学級を編制する場合

にあつては、３人）を標準として、都道府県の教育委員会

が定める。加えて、公立の特別支援学校の高等部の１学級

の生徒の数は、重複障害生徒（文部科学大臣が定める障害

を２以上併せ有する生徒をいう。以下この条において同じ。）

で学級を編制する場合にあっては３人、重複障害生徒以外

の生徒で学級を編制する場合にあっては８人を標準とする

（文部科学省，2012）。 

すなわち、聾学校は、聴覚障害が比較的重い者に対して、

少人数教育を行う学校である。 

聾学校における数学教育に関する実践研究は豊富に見ら

れるが、これをそのまま通常学級で学ぶ聴覚障害児にあて

はめることは困難である。すなわち、聾学校での数学教育

の実践知を通常学級で学ぶ聴覚障害児への支援という観点

から再構成する必要がある。 

以上を踏まえ、本研究では、聾学校を主とする数学教育の

実践研究を中心に先行研究を分析し、通常学校に在籍する聴

覚障害児に対する支援・指導に向けた基礎資料を得ることを

ねらいとする。具体的には、（１）聴覚障害児の数学学習上の

困難点・配慮点を整理し、（２）通常学校における聴覚障害児

に対する支援・指導のために有益な示唆を得ることを目的と

する。 

 

Ⅱ．方法 

本研究では、これまでの聴覚障害児の数学学習に関する研

究について、CiNii（NII 論文情報ナビゲータ）、及び国立特

別支援教育総合研究所の検索データベースから文献を収集し、

文献的に考察する。 

  

Ⅲ．結果 

１．先行研究の分類 

先行研究を収集し、聴覚障害児の数学学習上の課題に関す

る記述のある文献を選び出した。 

これらの先行研究を、数学の各分野特定の課題、及び数学

の各分野を横断する課題の２つに分類した。すなわち、数学

の各分野特定の課題とは、「関数」、「分数」、「文字式」、「図形」、

「数量関係」であり、数学の各分野を横断する課題とは、「文

章題」、「計算」、「数学専門用語（用語）」である。なお、「数

学的理解」には、以上の課題のいずれにも分類が困難なもの

を入れることとした。 

先行研究の分類結果について、数学の各分野特定の課題と

支援・配慮を Table 1、数学の各分野を横断する課題と支援・

配慮を Table 2 に示した。 

次節では、数学の各分野特定の課題と、数学の各分野を横

断する課題を提示し、それらに対する支援・配慮について検

討する。 

２．各課題と支援・配慮 

（１）数学の各分野特定の課題と支援・配慮 

１）関数 

大竹 (2000) は、聾学校高等部普通科１年生の関数の理解

の状況を把握するために、「関数の理解度調査」を作成・実施

した。その中で、関数の学習に関して多くの生徒の理解が不

十分であることとして、①関数の意味、②変域（「<」と「≦」

の意味の違い、変域の意味、変域の読み方）、③関数のグラフ

や式からｘの値に対するｙの値の変化を読むこと、④表の意

味を正確に読むこと、⑤計算力、⑥一次関数における変化の

割合と直線の傾きとの関係、の６つに整理し、必要な支援へ

の手がかりを示した。 
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分野 発行年 研究者 課題 対象
関数 2000 大竹一成 関数の意味，変化の割合，変域，二次関数の基本性質

2000 分数の固定された考え方
2006 分数の概念
1993 森本明 より抽象的な文字の解釈
1997 森本・中村・西本 代数領域，代数的意味の内容理解
2000 脇中起余子 文字の変数的な取り扱い

図形 図形
数量関係 数量関係

分野 発行年 研究者 課題 対象
1991 川原・西川・南出 文章題における文の理解 聾学校
1991 武田修 語彙数に基づく読解力
1992 足立貢 文章題
1995 亀澤陽子 文章題の読解力，イメージを持つこと
1995 信方壽幸 文章題を理解して，数量関係を把握すること
1998 脇中起余子 文章題における言語理解
2002 末崎・南出 「倍」文に関する問題
2002 藤野和男 基本的な助詞の理解，それに基づく文章題の意味理解
2012 半沢康至 問題の文章の正しい読み取り，式を立て，答えを求めること
1999 中村・森本 計算や公式の適用等の手続きの習得
2000 佐渡雅人 基本的な計算力
2000 四日市章 計算をしている先の予想，適切な式や方法の選択
2001 中西隆 言語の問題として解釈される,九九の習得 記述無
2007 中村・黒木 基礎的基本的な計算能力
1985 宮野・四日市 数学特有の記号等の理解，それに基づいた思考
1991 武田修 用語・意味理解 小学校
1992 西本公英 数学独特の言い回し 聾学校
2004 日本学校保健会 用語や記号などの定義や意味，読み方の混乱 記述無
1992 西本公英 抽象化能力
1993 西本・吉田 抽象化能力
1997 記号とそれにより指示される適切な意味とを結びつけること
1998 表現手段としての文字式の獲得
1999 合成命題，選言命題
2000 倍数の理解

黒木・中村 作図過程を文章表現すること
数学的事項と関連した日常的場面の連想

2005 数学的意味や数学的考え方の理解
2006 黒木伸明 抽象的概念・性質の理解
2006 脇中起余子 内包量理解
2007 中村・黒木 抽象的・論理的思考力

Table 1　数学の各分野特定の課題と支援・配慮

用語

聾学校

数学的理解

森本明

脇中起余子

2004
中村・黒木

文字式

聾学校
分数 脇中起余子

支援・配慮
記述無
記述無

計算

１対１での個別指導

支援・配慮

Table 2　数学の各分野を横断する課題と支援・配慮

記述無
記述無

文章題

2003 中村真理 中学校

聾学校

記述無
記述無
記述無
記述無
１対１での個別指導

小学校

記述無
言語的理解能力の程度等を把握しての指導

題材の設定や授業展開上の工夫
グラフ電卓の活用

記述無
記述無
指導段階表作成，試作した学習ソフトの使用

記述無

記号の説明，既習事項との関係づけ
記述無

正しい文章表現の重要性を理解させること

他の教科との問題重視，校外学習
因数分解や平方完成など式の処理
視覚イメージによる指導
プリント学習，手話の活用

記述無

聾学校

聾学校

やり取りや教材・教具の工夫，言葉掛けの仕方の工夫

プリント学習，習熟度別学習，手話の活用

記述無
視覚的な支援・自己評価推進が目的のWeb教材開発・使用
視覚的な教材・教具としてのWeb教材開発・使用
概念・性質を含む内容を操作・作業を伴う内容に置換
定性推理の問題を定量推理を利用して解くこと

記述無

記述無
記述無

記述無
記述無

基礎的な段階からの繰り返し，用語の重要性認識
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２）分数 

脇中 (2000) は、聾学校高等部の１年生から３年生に対

して、「分数の意味」、「分数の計算」に関する問題を作成・

実施した。その結果、分数を一つの数として認識すること

が難しく、「１/３」という分数は「0.33」という小数の形

でしか認識できない生徒がかなりの割合で存在すること、

「７/４」のように分子が分母より大きくなると、理解が困

難になること、「２÷３×１＝」は計算できるが、「２/３

＝２÷（）×（）」のように意味を考えることが難しいこ

と、「３/４は、（１を）４等分し、その３つ分」という理解

の仕方が根強く残っており、「３/４は、３を４等分したも

の」という理解もできることを理解できていない生徒が多

いと述べている。 

また、脇中 (2006) は、分数の概念は、自然数の概念よ

り一歩踏み出して、分母と分子を組み合わせて生まれた新

たな概念として理解する必要があるので、聴覚障害児にと

って理解が難しく、配慮を要すると述べている。 

３）文字式 

森本 (1993) は、聴覚障害児にとって、①特定の未知数

としての文字、すなわち、未知の数として見放される文字、

②変数としての文字、すなわち、特定されていない値のあ

る範囲を表す文字、のような文字の解釈には困難性がある

こと、言わば、より抽象的な文字の解釈が困難であると指

摘している。 

さらに、森本・中村・西本 (1997) は、①聾学校中学部

以降の代数領域の学習には困難性を伴うことを指摘した。

そのため、②授業では深層的な代数的意味の理解よりも、

表層的・形式的な手続きの記憶に偏りやすく、扱われる内

容を十分に理解しているとは言いがたいと述べている。ま

た、聾学校中学部、高等部の生徒に対して行った質問紙調

査から、①一方の辺にのみ文字を含む方程式以上に、両辺

に文字を含む方程式を処理すること、②具体的な数が与え

られた場面で計算はできるものの、関係を一般化し関係式

で表すこと、文字式を１つの数とみること、③定数項と文

字を含む二項式と定数の積で面積を表すこと、④n辺をも

つ図形を想定し、周囲の長さを考えること、⑤辺の数が大

きい場合や文字で与えられる場合の計算、二項式が１つの

数を意味すると理解することが困難な生徒がいることを報

告している。 

また、脇中 (2000) は、聴覚障害児は、具体的な数字を

使った問題（「18 の３倍は？」など）には答えられても、

①文字を用いて答える問題は難しいこと、②文字の変数的

な取り扱いが困難であると指摘している。 

４）図形、数量関係 

中村 (2003) は、聴覚障害生徒８名、健常生徒１名に対

して、小学校６年生から中学校１年生までの算数の学力検査

を実施し、彼らの学力の問題点を探った。その結果、通常の

中学校で数学の成績が「中」以下の聴覚障害生徒は、小学校

３年生以上の算数の基礎学力が不十分であり、特に困難さが

目立ったのは、図形と数量関係の領域であることを示した。

加えて、１対１での数学の個別指導は、ある程度有効であっ

たと指摘している。 

（２）数学の各分野を横断する課題 

１）文章題 

（a）聾学校 

川原・西川・南出 (1991) は、聴覚障害児が文章題を解く

過程のどこでつまずくのかを明らかにするために、聾学校児

童と小学校児童に対して一斉テストを行った。その結果、聾

学校児童が文章題を解く過程でつまづくのは、文章が理解で

きないことによると示した。 

さらに、亀澤 (1995) は、聾学校中学部・高等部の数学科

における課題として、生徒の文章題の読解力が低く、頭の中

にイメージを持ちにくいことを述べている。 

また、信方 (1995) は、聾学校の児童は、数を機械的に処

理する計算技能は比較的容易に習得できるが、文章題を理解

し、数量関係を把握することは苦手であると指摘している。

そこで、信方 (1995) は、①児童の実態に応じた指導内容を

精選した指導段階表が、児童がどこでつまずいているかを明

らかにする上で役立つこと、②試作した学習ソフトを授業の

中に組み入れることで、その効果を発揮することを指摘して

いる。 

 一方、脇中 (1998) は、聾学校高等部で、中学数学の計算

（一次方程式など）はできても、小５～６の文章題（単位当

たり量など）の理解が困難な生徒が多いと述べている。また、

自作のテスト問題を聾学校高等部の生徒に実施した。その調

査の結果と脇中 (1998) の経験から、聴覚障害生徒にとって

文章題が困難な理由として、①言語理解の浅さ、②言葉のイ

メージに引きずられること、③決まった流れの中での思考様

式、④数字の意味に対する意識の薄さ、⑤言葉に対する意識

の薄さ、⑥「反対ならば反対を考える」思考様式を挙げてい

る。 

 次に、末崎・南出 (2002) は、聴覚障害児は、「Aの B（分

数）倍は□」（以下、「倍」文の問題と略記）のように言語能

力の影響が比較的少ないと思われる「倍」文に関する問題が

苦手であることに対して疑問を呈している。そこで、「倍」文

の問題の指導方法として次のことを提案している。それは、

①聴覚障害生徒の言語的理解能力及び概念的理解能力の程度

を十分把握した上で指導すること、②「倍」文の問題内容を

理解させる場合は時間的表象で理解させること、③約分を含

む分数の掛け算の指導を徹底すること、④概念的理解能力が
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低い生徒に対しては、表象的理解から計算手続き的理解能

力に移る過程につまずきがあることを考慮すること、の４

つである。 

 一方、藤野 (2002) は、聴覚障害児は、受け取る音声情

報量が少なくなりがちで、特に聴力レベルが重度になるほ

ど音声情報が限られたり不確かであったりするため、文章

を理解する上でも、日常生活で聞き慣れた言い回しや、「て、

に、を、は」などの基本的な助詞の理解などが困難な傾向

にあり、そのため算数文章題の学習においても、出題され

た文章の意味を理解することに大きな困難性を伴うと指摘

している。そこで、①算数文章題の表象の形成に関して、

言葉の意味を理解できることを重視した段階においては、

やり取りの工夫を行うことが有効であること、②文章題の

指導においては、特に文章題で問われている事柄の関係を

理解させることに着目し、一つ一つの文章の場面や数量の

関係などに重点を置き、文章題の内容に応じて、やり取り

に教材・教具を工夫して活用することが有効であること、

③算数文章題の学習に意欲的に取り組ませるためには、特

に言葉掛けの仕方やコミュニケーション手段の活用を工夫

することが有効であることを指摘している。 

 また、半沢 (2012) は、数学の文章題では、その文章を

読みとる読解力が必要となり、計算力が高い生徒や数学が

得意な生徒でも、問題の文章を正しく読みとり、式を立て、

答えを求めることは容易ではないと指摘している。そこで、

生徒の計算力と問題文を読みとる読解力とのバランスを考

え、問題設定や授業展開を配慮しなければならないと指摘

している。 

（b）通常学校 

武田 (1991) は、小学校の難聴学級に在籍する聴覚障害

児の学校適応の状況を客観的に明らかにすることを目的と

して、難聴学級担任、及び通常学級担任にアンケート調査

を実施した。その結果、理解しにくい教科の１つとして算

数があり、その主たる原因の１つに、①語彙数の不足から

くる文章の読解が困難であること、②読解力不足があるこ

とを示した。 

また、足立 (1992) は、小学校の通常学級で他の健聴児

と一緒に学ぶ聴覚障害児一事例の学習の様子から、算数で

は文章題は困難であると述べている。 

２）計算 

中村・森本 (1999) は、聾学校の数学科指導では、計算

や公式の適用といった手続きの習得に、多くの時間や労力

を費やすことが少なくなく、生徒の数学的リテラシーや思

考力の十分な育成ができているとは云いがたいと指摘して

いる。そこで、グラフ電卓の活用によって、①操作の習得

が必ずしも前提とはならず、式の変形、グラフをかく、表

を作るなどの操作の習得が十分でない生徒でも、少なくとも

自由にグラフや表をかくことができること、②操作の意味を

理解できるかは別として、代数的、グラフ的、数値的な操作

をまずは使えることになること、③生徒一人ひとりが、動的、

視覚的表現をもとに学習を進めることができること、④操作

の動的・視覚的表現化は、数学的概念やその意味の理解に必

要であり、有効であることを指摘している。 

一方、佐渡 (2000) は、聾学校高等部生徒の実態として、

基本的な計算力の低下や未定着が著しく、高等部段階の数学

の指導というより、小学部段階の算数指導を再度行うという

状況であることが多いと述べている。そこで、①「予想、経

験、話し合い」という、まず考え、どのような方法で行えば

良いのか話し合い、その後実体験し、さらに話し合うという

流れについても配慮すべきこと、特に、②理解、社会など他

の教科との問題（グラフの作成・よみとり、立式、計算）を

重視することで、常に学習した内容をどこでどう使えばよい

か考えさせる機会を設定することは、定着につながること、

③学習した計算や方法を、実際に遠足や校外学習にいかせる

ような配慮（あまり計画について設定せず、調べ学習ができ

るよう）が必要であること、を指摘している。 

 ところで、四日市 (2000) は、中学部段階での指導を念頭

に置いたとき、生徒は、計算の全ての過程、すなわち、行う

べき事の全体を捉え、今行っている計算の先を「予想」した

り、いくつかあてはめ可能な式や方法を比較しながら、適切

なものを１つだけ「選び出す」という作業を行わなければな

らず、数学が嫌いな生徒ほど、困難を感じていたようである

と述べている。そこで、因数分解や平方完成など、式の処理

を通して、先に述べた作業に四苦八苦することも、学習の一

つであると指摘している。 

 一方、中西 (2001) は、聴覚障害児は、①九九をリズム感

のある暗唱によって覚えようとすると、視覚情報による暗記

とは別に、九九のときだけに使う、無意味綴りの言葉として

九九を覚えなければならないこと、②聴覚障害児の九九の習

得困難さの解釈は、言語の問題になることを指摘している。

そこで、聴覚イメージが、聴覚障害者には視覚イメージと概

念の合成という形でなされるため、①聴覚イメージの概念の

獲得においては視覚的な工夫をしながら、その言葉のもつ概

念の含みを大切にすること、②九九の視覚イメージによる指

導は、健聴児・聴覚障害児を問わず、効果があがるものと期

待できると指摘している。 

 最後に、中村・黒木 (2007) は、全国聾学校の算数・数学

担当者に対する質問紙調査を実施した。その結果、基礎的基

本的な計算能力は、中学部、専攻科で問題点と考えられてい

る割合が高いと指摘している。そこで多く実施されている指

導上の工夫は、プリント学習や手話の活用である。 
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３）用語 

 宮野・四日市 (1985) は、聾学校中学部生徒の算数・数

学用語の理解について、最も基本的な 36の用語について調

査を行った。その結果、生徒は、示された用語の意味を操

作によって表現する能力はほぼ獲得できているが、数学的

概念や操作を、用語を用いて表現したりまとめたりする力

が著しく劣るということを示し、加えて、演算操作の理解

や記憶に比べて、用語の理解や記憶はあいまいであり、数

学的な概念とそれを表す用語とを結びつけて有効に利用す

るということは困難であると指摘している。また、中学数

学から高校数学へと進むにつれ、学習内容は更に高度に、

複雑になってゆき、その中での用語や記号の役割も益々大

きくなってゆくことから、基礎的な段階からくり返し、用

語の重要性に気づかせ、定着させるような指導が大切であ

ると述べている。 

 また、武田 (1991) は、先の調査から、算数が理解しに

くい主たる要因の１つとして、用語の意味・語句が分かり

にくいことを指摘している。 

 さらに、西本 (1992) は、聴覚障害児の文章を分析し、

数学では、数学独特の言い回しなどがあり、生徒にとって

困難なものとなっていると指摘している。また、聴覚障害

児は、どうしても限られた人間と接することが多いので、

多少おかしな表現でも通じることが多い（例えば、「１つの

家と家の間に電話線をつなぐとしたら、１つの家、全てつ

ないで、２つの家、同じ所に電話線をつなぐと２本になる。

（以下、略）」などは、意味は通じる文章である）。そのた

め、これらの問題に対する指導を行うには、生徒にその「重

要性」を理解させることが第１であると指摘している。 

 同様に、日本学校保健会 (2004) は、「補聴器・人工内耳

を使っている児童生徒に対する配慮」の中で、算数・数学

では、用語や記号などの定義や意味、読み方が混乱しがち

であることを指摘している。そこで、①これまでの学習を

踏まえ、発展的に記号を説明するとともに、二乗の逆演算

がルートのように、対応させて印象付けること、②数式の

読み方と書き方が一致しているか確認することが必要であ

ると指摘している。 

４）数学的理解 

西本 (1992) は、文章題の理解について分析を行った。

すなわち、聾学校中学部の生徒に「家と家との間を直接電

話で結ぶことにします。いま、どの家とどの家の間にもち

ょうど１本ずつの電話線をつけることにします。家の数が

20 軒のとき、電話線の数は全部で何本か求めなさい。」と

いう問題の授業を行った。その結果、電話線を引くことを、

対戦表の交点に対応させるということ、つまり抽象化する

ことの困難さを表していることを指摘している。 

西本・吉田 (1993) は、聾学校生徒の問題解決の方法を分

析し、聾学校生徒の抽象化能力を育てることが容易ではない

ことを示した。 

また、森本 (1997) は、聴覚障害生徒にとって、数学的概

念、特に一般化され抽象された概念についての意味の構成が

困難であること、主観的イメージから離れ、記号とそれによ

り指示される適切な意味とを一致させることがより困難であ

ることを指摘している。 

さらに、森本 (1998) は、文字式は数学的に思考し伝達し

あうための表現手段として重要な役割を担うが、この手段を

獲得することは聴覚障害生徒にとって難しいことのようであ

ると指摘している。また、必ずしも生徒が数学的に思考し伝

達しあうための手段として活用できるまでには到っていない

ようであると指摘している。 

一方、脇中 (1999) は、聾学校高等部の生徒に、比較単文

問題、連言問題など数学の問題を実施した。その結果、合成

命題で最も理解が容易と思われる「P∧Q」や「～P」でさえ、

聴覚障害生徒にとっては、出題の方法によっては難しいこと、

また、「または」（P∨Q）の選言命題が難しいことを指摘して

いる。 

 また、脇中 (2000) は、（ ）の中身にかかわらず、「４×

（ ）」であれば、それは４の倍数であるが、聴覚障害生徒に

とって、このことを理解することは、きわめて難しいこと指

摘している。 

 ところで、黒木・中村 (2004) は、小学部から中学部の聴

覚障害生徒に行った調査から、聴覚障害生徒は、作図した過

程を文章表現することは難しいと指摘している。 

 一方、中村・黒木 (2004) は、聾学校の生徒は、聴覚的経

験や言語的経験だけでなく、一般的経験においても制約を受

けやすい点があり、そのことが聾学校の生徒の数学学習にも

様々な困難や課題として表れることを指摘している。例えば、

文章題では、文章が読めてもその問題場面を正しく想起でき

ないことや、数学的事項と関連した日常的場面を連想するこ

とができないことがあると述べている。そこで、生徒の学習

活動を視覚的に支援することと自己評価を促進することを目

的とした Web 教材を開発し、①課題提示、②視覚的探究、③

代数的解法、④自己評価、の４つのコンテンツから構成した。

そして、２次関数とｘ軸との位置関係の単元を題材に、この

Web 教材を活用した指導事例を提案した。実験授業では、代

数的解法のよさの認識と、グラフ的意味と代数的解法との関

連付けができ、聾学校の数学指導を改善できる可能性を指摘

した。 

 同様に、中村・黒木 (2005) は、聾学校では、数学的な意

味や考え方を理解しないままに、計算や解法を暗記するよう

な学習が進められており、数学的な意味や考え方の理解は、
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数学教育 特別支援教育

①指導の徹底・繰り返し ①聴覚障害児の実態把握を

①試作した学習ソフトの使用 ②指導上の工夫 　 した上での指導

②グラフ電卓の活用 ③他教科と関連する部分の重視 ②聴覚障害児の実態に応じて

③プリント学習 ④１対１の個別指導 　 指導内容を精選した指導段階表作成

④web教材 ⑤つまずきのパターンの把握 ③やり取りの工夫

⑤習熟度別学習 ⑥教材・教具 ④学習を他の場面・生活経験に

⑦視覚的な工夫 　 活かすこと

⑤手話の活用

Fig．１　数学教育と特別支援教育

生徒にとっては、大きな困難点であると指摘している。そ

こで、数学的な意味や考え方の理解に重点を置いた学習活

動を実現するためには、健聴の生徒よりも増して、視覚的

あるいは操作的な教材や教具の活用が必要であり重要であ

ることを指摘し、Web 教材の開発、及び Web 教材を活用し

た指導事例を提案している。 

 また、黒木 (2006) は、聴覚障害児童・生徒にとって、

算数・数学という教科の特徴としての抽象的概念・性質を

初めて学ぶ場合は戸惑うことが多く、理解が困難な場合が

あることを指摘している。そこで、これらの困難さを少し

でも軽減するために、それらの概念・性質を含む学習内容

を出来るだけ操作・作業を伴う学習に置き換えて、事前に

学習体験させることが有効であると指摘している。 

 一方、脇中 (2006) は、内包量理解について、聴覚障害

児にとっては、時間のように図示しにくいものが関わる概

念の理解は難しいようであると指摘している。また、聴覚

障害児の場合、定性推理が定量推理に先行しない例が見出

されたことを指摘し、定性推理の問題では、日本語による

論理的な思考が求められるので、定量推理はできるが定性

推理が困難な生徒に対しては、定性推理の問題を定量推理

を利用して解くことを提案している。 

 ところで、中村・黒木 (2007) は、抽象的・論理的思考

力がどの学部でも問題点と考えられていることを指摘した。

そこで多く実施されている指導上の工夫は、プリント学習

や習熟度別学習、手話の活用、である。 

 

Ⅳ．考察 

１．聴覚障害児の数学学習上の困難点・配慮点 

（１）聴覚障害児の数学学習上の困難点 

高等学校の教科の中で数学は聴覚障害児にとって受けや 

すい授業とされているものの、先行研究の概観より、聴覚障

害児は数学学習上、特に「文章題」、「数学的理解」等に課題

を抱えていることが明らかになった。 

さらに先行研究の検討の結果から、聴覚障害児における数

学学習上の困難点としては、②数学の各分野を横断する課題

よりも、①数学の各分野特定の課題が少ないことが示された。

これは、聴覚障害児が特定の分野に困難を有しているという

よりも、数学の基礎的な力に課題を有していることの表れで

はないかと考えられる。 

数学の各分野特定の課題に関しては、「関数」、「分数」、「文

字式」、「図形」、「数量関係」が挙げられた。「関数」について

は、関数の分野の中でも幅広く困難が見られる。「分数」につ

いては、分数の意味の理解に困難があると考えられる。最後

に、「文字式」については、文字が持つ抽象性に困難性がある

と捉えられる。「図形」、「数量関係」については、それらの分

野のどこで聴覚障害生徒が困難を有しているかは、不明であ

った。 

数学の各分野を横断する課題に関しては、「文章題」、「計算」、

「用語」、「数学的理解」が挙げられた。「文章題」については、

文章題を解く・答えを導くというよりも、その前段階の問題

として文章の意味を読解することや、文章を読んでその状況

をイメージすることに課題があることが指摘されている。「計

算」については、基礎的な計算力に課題があることが指摘さ

れている。「用語」については、数学独特の用語や記号の意味

を理解することに困難があると考えられる。「数学的理解」に

ついては、論理的・抽象的な事柄の理解に困難があることが

指摘されている。 

（２）聴覚障害児の数学学習上の困難点に対する配慮点 

数学の各分野特定の課題、及び数学の各分野を横断する課

題で挙げられた、聴覚障害児の数学学習上の困難点に対する
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配慮点については、教科教育としての数学教育と特別支援

教育の２つの観点から整理できる。なお、配慮点の分類に

際しては、数学教育と特別支援教育のどちらの要素が比較

的大きいかを分類基準とし、例えば、試作学習ソフトやグ

ラフ電卓については数学教育の要素が大きいため、「数学教

育」に分類した。一方、聴覚障害児の実態に合わせた指導

などについては、特別支援教育の要素が強く出ていると考

えられるため、「特別支援教育」に分類した。そして、指導

の徹底や繰り返し、指導上の工夫といった内容については、

数学教育と特別支援教育の共通部分と考えられるため、「数

学教育と特別支援教育に共通する内容」として分類した。 

 その結果、教科教育としての数学教育の観点から見たと

きに配慮点として挙げられるのは、①試作した学習ソフト

の使用、②グラフ電卓の活用、③プリント学習、④Web 教

材、⑤習熟度別学習であった（Fig．１を参照）。 

一方、特別支援教育の観点から見たときに配慮点として

挙げられるのは、①聴覚障害児の実態把握をした上での指

導、②聴覚障害児の実態に応じて指導内容を精選した指導

段階表作成、③やり取りの工夫、④学習を他の場面・生活

経験に活かすこと、⑤手話の活用であった（Fig．１を参照）。 

数学教育と特別支援教育の両方の観点から見たときに配

慮点として挙げられるのは、①指導の徹底・繰り返し、②

指導上の工夫、③他教科と関連する部分の重視、④１対１

の個別指導、⑤つまずきのパターンの把握、⑥教材・教具、

⑦視覚的な工夫であった（Fig．１を参照）。 

２．通常学校における聴覚障害児に対する支援・指導に向

けた示唆 

本稿では、先行研究を整理し、聴覚障害児の数学学習上

の困難点・配慮点の把握を行った。 

先行研究の多くは、聾学校での実践に関するものであっ

た。しかしながら、聾学校の実践を通常学校に在籍する聴

覚障害児にその成果を直接当てはめることは、①１クラス

あたりの生徒数の違い、②コミュニケーション方法の違い、

③授業進度の違い等のため、困難である。 

通常学校では聾学校のような少人数指導の取り組みは困

難であることが多く想定され、聴覚障害児の理解度を踏ま

えて授業が進められるわけではない。しかしながら、聴覚

障害児が通常学級にいることで、授業のユニバーサルデザ

イン化を促進することで、他の生徒にとっても授業は受け

やすいものとなるだろう。授業のユニバーサルデザイン化

は、教科教育と特別支援教育の調和と捉えることができる。

今回把握した聴覚障害児の数学学習上の困難点に対する配

慮点を、数学教育と特別支援教育の視点から整理した。今

後は、この２つの観点をもとに、通常学級で学ぶ聴覚障害

児に対する支援・指導を行っていくことが授業のユニバー

サルデザイン化に向けた一助になり得ると考えられる。 

先行研究の中には、高校における聴覚障害生徒の学習環境

として１例報告があり（伊東・四日市，1999）、数学学習上の

困難点についての記述は見られなかったものの、配慮点につ

いては、本稿の結果でも見られたように、①板書があること、

板書が多いこと、②プリントがあること、③教科書を読めば

分かるなど、独学で可能が挙げられていた。 

また、高等学校教員の聴覚障害児に対する配慮の現状に関

して、岩田 (2013) は、高校に在籍する聴覚障害生徒の保護

者 20 名に質問紙調査を行った。その結果、「あてはまる」、及

び、「ややあてはまる」を合わせた回答が、50%以上あった項

目は、「前を見て話す」、「板書を多くする」「難聴生徒が授業

を理解しているかどうか時々確認する」などであった。 

 以上より、高等学校においては、特別支援教育の観点から

支援・配慮は見られるものの、数学教育の観点からの支援・

指導については、いまだ着手されていないと考えられる。 

今後は聾学校の実践を参考にしつつ、数学教育と特別支援

教育の２つの視点から、授業のユニバーサルデザイン化を見

据えた、通常学校における聴覚障害児の数学学習における支

援・指導の在り方について、特に高校での聴覚障害児の数学

学習における支援・指導の在り方について、研究していく必

要があると思われる。 

 

Ⅴ．要約 

 本研究は、通常学校に在籍する聴覚障害児に対する支援・

指導に向けた基礎資料を得ることをねらいとし、①聴覚障害

児の数学学習上の困難点・配慮点を整理し、②通常学校にお

ける支援・指導に向けての示唆を得ることを目的とした。本

研究では、聾学校を主とする聴覚障害児の数学教育の実践研

究を中心に文献的に検討した。最初に、先行研究を、数学の

各分野特定の課題と各分野を横断する課題に分類・提示し、

数学の課題別の支援について検討した。次に、聴覚障害児の

数学学習への配慮点について、教科教育の観点に加えて特別

支援教育の観点から検討した。本研究より、通常学校におけ

る聴覚障害児に対する支援・指導に向けて、教科教育と特別

支援教育という２つの観点をもつことの重要性が示唆された。 
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付記 

本研究論文は、ろう教育科学会第 55 回大会発表論文集 

(2013) 及び、日本特殊教育学会第 51 回大会発表論文集 

(2013) に掲載された「聴覚障害児の数学学習に関する文献
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注 

１）三宅・川勝 (1994)によると、1971 年４月に京都府教

育委員会は、山城高校の全日制と定時制に聴覚障害生徒を

受け入れたと述べている。また、京都府立山城高校は、全

国で唯一、聴覚障害生徒を制度的に受け入れている（三宅・

川勝，1994）。そして、現在も聴覚障害生徒を受け入れてい

る、全国で唯一の全日制普通科の高等学校である（京都府

立山城高等学校 HP，2014）。その受け入れ制度の特色は、

聴覚障害生徒が全ての学校生活を健聴生徒と共に過ごすこ

と、聴覚障害生徒のニーズに対応する「聴覚障害教育部」

という校内分掌を設けて、聴覚障害生徒に対応しているこ

とである（三宅・川勝，1994）。 
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